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NIAESトピックス

第27回 土・水研究会
「食の安全、農業環境研究におけるトレードオフを克服する」

報　告

農業環境技

術研究所が主

催 す る 第27

回土・水研究

会「食の安全、

農業環境研究

に お け る ト

レードオフを

克服する」が去る2月25日つくば農林ホールにて開催

されました。参加者は政府機関、地方自治体、大学、

民間、独法研究機関などから合わせて167名でした。

本研究会の前半では、土壌の重金属汚染や温室効果

ガス発生に関連した研究課題の中から技術的解決の困

難なトレードオフの問題をいくつか取り上げ、荒尾知人、

石川覚、板橋直（以上農環研）、三浦吉則氏（福島県

農業総合センター）から、それぞれ最近の研究を中心

に話題提供がありました。後半には、化学物質等のリス

ク評価・管理の考え方、互いに性質の異なるリスク同

士やリスクとベネフィットの相互比較、複数評価基準を

勘案した総合的な農業生産システムの評価法等につい

て、永井孝志（農環研）、岸本充生氏（産業技術総合

研究所）、林清忠氏（中央農業総合研究センター）から

研究の現状と今後の展望に関する講演がありました。

今後の環境研究においてトレードオフ問題に取り組む

重要性が再認識され、意義ある研究会となりました。

NIAESトピックス

つくば科学フェスティバル2009
報　告

2009年12月19日（土）、20日（日）の2日間、茨

城県つくば市のつくばカピオで行われた「つくば科学

フェスティバル2009」に、農環研は「活性炭で水をキ

レイにしてみよう」というテーマで出展しました。微粉

末活性炭タブレットを使った簡単な実験や実物と映像

展示、恒例となったクイズを実施しました。水がきれい

になるのを見て、思わず「すごい！」と声が出ていました。

つくば科学フェスティバルは、つくば市・つくば市教

育委員会主催で、市内の学校・研究所などが、青少年

向けに科学技術に親しんでもらう機会として毎年開催

している科学イベントです。今年は環境フェスティバ

ルも併催され、科学実験や体験・展示など、さまざま

な企画が実施された会場は参加者でいっぱいでした。

NIAESトピックス

冬を越す昆虫たちを探そう
報　告

2月27日（土）、28日（日）の2日間、食と農の科学館

を会場に農環研主催のイベント「冬を越す昆虫たちを探そ

う」を開催しました。“夏にみた昆虫たち、冬はどこで何を

してるだろう？”をテーマに、会場に用意した朽ち木を子供

たちが自分で割って昆虫を探してもらいました。やっと見

つけた昆虫の名前を研究員に聞いて、子供たちは熱心に

観察していました。見つけた昆虫は観察を続けられるよう

容器に入れて持ち帰ってもらうことにしました。このほか、

会場には珍しい昆虫の標本をたくさん展示し、研究員が

解説しました。子供は勿論のこと、大人たちも興味深く標

本に見入って

いました。2日

間とも雨模様

でしたが、イ

ベントを楽し

みにしていた

親子連れで賑

わいました。

このイベントで昆虫大好きの子供たちが増えていくことを

期待しています。

（土壌環境研究領域長　西尾 隆）

（広報情報室　広報グループ）

（広報情報室　広報グループ）
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